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Q1.研究者を志した理由は？
A1. 遺伝子に対する興味から

　子どもの頃から科学に興味があり、
動物のドキュメンタリーや科学の番組
が大好きでした。番組の中で研究者の
方々がとても楽しそうに話したり実験
したりしているのを見て、憧れを抱きま
した。本格的に研究者を志したきっか
けは、遺伝子のわずかな変異が体や行
動に影響を与えると知り、興味を持った
ことでした。
　大学の専攻は生物化学です。遺伝子
変異の行動への影響を学びたいと思
い、深田吉孝先生の研究室に入りまし
た。以来、睡眠や覚醒といった約1日周
期で繰り返す概日時計を研究していま
す。「なぜこうなっているのだろう？」と
いう疑問が１つ解決すると、また新た
な疑問が生まれることの繰り返しで、
終わりがありません。それが次のテー

マにつながることも。こうした探究心
を糧に、研究を続けていきたいですね。

Q2.研究内容と今後の展望は？
A2.体内時計の機能の解明を目指す

　体内時計のリズムの制御に関わる
CRYというたんぱく質を研究していま
す。CRYは光を受容して体内時計の時
刻合わせをする役割を担っているので
すが、これまで哺乳類にその機能はな
いとされていました。ところが、近年の
研究で哺乳類でもCRYが光受容体とし
ての機能を持っていることがわかりま
した。今はその仕組みの解明に取り組
んでいるところです。どの神経回路を
通って時間の情報が伝達され、生理リ
ズムが変化するのかを調べるために、
神経活動を操作する光遺伝学ツールも
開発しています。
　将来的には体内時計をより広い視

野で捉えて、総合的に
理解したいと考えてい
ます。また、私自身が深
田先生に研究者として
一人前に育てていただ
いたように、次世代を
担う人材の育成にも力
を注ぎ、研究者として
必要なことを伝えてい
きたいです。

Q3.日々の過ごし方は？
A3.育児と研究で充実した毎日

　さきがけに採択された直後に出産し
たため、半年遅れで研究を開始しまし
た。ライフイベントに合わせた柔軟な
対応に感謝しています。今は2歳半に
なる子どもの育児と研究で、1日が
あっという間に過ぎていきますが、充
実した毎日です。体内時計を研究して
いても、寝かしつけには苦労しました。
今では良い思い出です。
　趣味は旅行です。カリフォルニア大
学に留学していた頃は、夫と一緒に各
地を訪ねました。グランドキャニオン
などを堪能しましたが、今思えばもっ
といろいろな場所に行っておけば良
かったですね。最近は新型コロナウイ
ルスの影響でなかなか外出できません
が、落ち着いたら家族3人で出掛けた
いと思っています。
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